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慶應義塾大学　日本語・日本文化教育センター紀要
『日本語と日本語教育』54：23–47（2026.3）

『西洋事情』の語彙再考（2）

―巻頭口絵～目録の検討―

木　村　義　之

1. はじめに

『西洋事情』の語彙について、筆者は木村義之（2020, 2025）で政体関連

の語を例に考察を加えた。その際に、多くの異版、偽版が存在する中で、

黒田行次郎による『増補和解西洋事情』（1868）を補完的資料として当期

の日本語の問題点を見いだすヒントが潜んでいると考えていることを述

べた。

本稿は、福沢オリジナル本文（慶應 2年・尚古堂版）『西洋事情』初編

一（以下、福沢本と略）と、『増補和解西洋事情』（慶応 4年・以下、黒田

本と略）の巻頭から目次、小引を比較しながら、そこに見られる語彙の考

察をしようと試みたものである。

2. 黒田本『西洋事情』の概観と評価

富田正文（1964）は黒田本について概要をまとめているので、要点を以

下に引用しておこう。

「西洋事情」の真版そのままを模して作られた偽版は、もちろんあっ

たに違いなく、（略）内容の異なる偽版だけについて述べれば、今ま

でに知られているものに「増補和解西洋事情」四冊、「西洋事情次篇」

二冊、「西洋各国事情」六冊の三種がある。しかもそのそれぞれに異

版がある。
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「増補和解西洋事情」四冊は、福沢諭吉原輯、黒田行次郎校正、「慶応

四年戊辰夏宦許」と称するもので、上、中、下、附録の四冊から成り、

上、中、下の一冊が真版の初編三冊に相当し、附録は黒田が新たに増

補したものである。口絵も真版と異なり、本文はほぼ同じであるが、

文字を変更した部分もあり、難かしい熟語に振仮名と意味とを書き加

え、西暦の年に日本暦年を傍記している。第四冊の附録は、黒田が福

沢の著書の欠を補うと称して新たに書きおろしたもので、黒田は江州

膳所の藩士で、緒方塾では福沢の先輩に当る当時屈指の洋学者である

から、著作権の観念のなかった時代のこととて、黒田としては福沢の

遺漏を補ってやろうとの見識をもって、京都の書肆の依頼に応じたも

のであろう。

とする。富田が述べるように、福沢は当時はまだ根付いていなかった著作

権に関して厳格であり、『福沢諭吉全集別巻』に収録される「翻訳書重版

の義に付奉願候書付」には、以下のような激烈な批判が記されている 1。

此書（＝『増補和解西洋事情』）は膳所藩中黒田行次郎校正と記し、官

許相成居候由。然処右行次郎と申者は嘗て一面識も無之人物、然るに

私に一応の掛合も不致、妄に私の著書へ校正を加へ候は、全く偽版を

似て利を射んが為め、増補和解を口実に設け候義に可有之、若し然ら

ずして、事実書中に不分明のヶ條有之、世人の為め和解致度候はゞ、

東西の路、遠にあらず、著者は依然として江戸に住居いたし居候義、

出府の上、私方へ参り、疑を質し不審を聞き、熟談の上、増補をも加

へ候こそ、文学者流の本意に可有之筈の処、無其義、同一の日本人に

て本国に佳居いたし居ながら、著述の本人を蔑視し、無縁の外国人を

取扱ふ如く、公然と其著書を盗候次第、如何にも無謂挙動、人間交際

の道には有之間敷義と奉存候。

もちろん、今日の視点からすれば福沢の批判は至極当然のことではあ

る。一方で、黒田の門弟に当たる杉浦重剛が師の回想を記した『知己八
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賢』などの記述や、当時の社会が著作権に対して未熟な部分も考慮して、

吉野作造（1932）では黒田に同情的な見方を示している。

唯一つ私の黒田の為に気の毒に思ふことは、他の偽版とひとしなみに

悪意を押しつけることである。無断複製は悪い事には相違ない。され

ばにや黒田も福沢から詰問されて、夫れと気がつき躊躇する所なく陳

謝された（其の限りに於て福沢の執つた権利保全の方法も過酷とは云

へぬ）。併し当時は未だ著作権の思想も十分確立して居なかつたので、

黒田は初め格別の曲事とも気がつかずあの本を作つたのではあるまい

か。現に「増補和解」と角書きした外「福沢論吉原輯・黒田行次郎校

正」と銘打ち官許まで得て出版して居る。加之彼れは膳所藩の碩学で

夙にロビンソン・クルーソーの邦訳『流荒 2 紀事』を以て有名である

外、幕末には徴されて開成所の教授たりしこともあり、又杉浦重剛の

『知己八賢』に依れば博学高徳の君子人でもあつたやうだ。営利の為

に他人の著を私する人柄とも思はれぬし、又利得の為なら福沢の著に

よるまでもなく彼れ独自の蘊蓄を以て立派な述作の出来る人であるこ

とはその「附録」を見てもわかる。彼れの『西洋事情』は偽版には相

違ないが、之を以て彼れを世間並みの偽作者と貶し去るのは酷だと思

ふ。 （「西洋事情」の偽版）　　

黒田が悪意をもって『西洋事情』に「増補和解」と角書きする補筆を加

えたわけではないという事情は、『増補和解西洋事情附録』の題言に記さ

れているが、その内容を要領よくまとめた三橋猛雄（1986）を以下に引用

する。

黒田は当時緒方塾の同門で七歳年下の福沢を知らなかったが、父と親

しい京都の本屋が『西洋事情』を持ってきて、近来此書の注文が多い

が品が間に合わないので翻刻したいと思うが、書中解し難い点が多い

から補註傍訳をして刊行すれば原本の声価を増し、広く散布出来ると

頼まれ、黒田は「我邦厚生利用ノ良術ナリ」と許認したのである。
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三橋も黒田の経歴について、緒方洪庵、伊藤玄朴について蘭学を学び、

英・仏・梵語に通じており、開成所助教も務めたと記している。黒田の業

績には英小説「ロビンソン・クルーソー」を日本で初めて蘭語版から翻訳

し、『漂荒紀事』（1850）と題した写本のあることが今日では知られてい

る 3。吉野の言う「博学高徳の君子人」かどうかは留保するとしても、そ

の語学力や経歴からすれば、「世間並みの偽作者と貶し去るのは酷だと思

ふ」という吉野の言は根拠のある見方だと考えられる。

一方で、福沢の偽版への権利保全対策は、当時としては苛酷だったと評

する三橋の黒田擁護論の背景には、「近事評論」第 2号（明治 9年 6月 10

日）で「福沢氏西京人ノ入門ヲ拒絶ス」と題する記事で、福沢が西京人全

般を「軽佻浮薄」と評し、上京してきた西京の青年の入門を拒絶した、と

いうエピソードが記されていることが根拠であろう。記事の著者は福沢が

西京人に『西洋事情』の偽版に関わった者がいることを以て西京人全般を

嫌い、著作権に関しても狭量であるとして批判的な意見を述べている。記

事の中には福沢が『西洋事情』を著したのは「先生ノ著書国中ニ播布シ我

邦ノ人民西洋ノ事情ニ通スルヲ得テ為メニ人知ヲ開暢スルニ至ラハ」天下

が幸福になるから、「此偽刻アル者暗二先生ノ志ヲ助成スル者ト云フモ可

ナリ」と身勝手な主張もなされている。しかし、福沢はこの記事は事実

無根であると抗議し、「近事評論」の世話人であった横瀬文彦宛に書簡を

送っている。これを受けて横瀬は「近事評論」第 4号（明治 9年 6月 24

日）に「正誤并ニ福沢氏ノ来状」と題した訂正記事を掲載し、福沢の言い

分を認め、抗議の書簡全文を掲載しているので、事実は福沢の側にあった

と見るのが妥当かと思う 4。

これらの議論をも含め、福沢本と黒田本の詳細な比較を通じて当時の版

権意識を考察した論考に堀井健司（2009）がある。堀井は、福沢、黒田両

者の経歴、事跡を概観し、福沢本と黒田本の書誌的で総合的な対比を行

い、本稿にとっては有益な知見が示されていた。特に、福沢に傾きがちな
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視点を黒田の側にも十分な目配りをしている点で出色であろう。

本稿では堀井の論考を参考にしつつも、黒田本との比較において『西洋

事情』の語彙に絞って少しく考察を加えてみることにしたい。

3. 口絵の語について

3.1 福沢本の「蒸汽済人　電気伝信」・「四海一家　五族兄弟」

福沢本の巻頭にある口絵には北極点から見た地球の図がありその下には

鉄道、蒸気船などの絵が見え、その上には右縦書き 2字 4行で「蒸汽済

人　電気伝信」とある。「蒸汽人ヲ済フ　電気信ヲ伝フ」と読むのであろ

う 5。その裏には異なる民族と見られる 5人の顔が○で囲まれ、その下に

は地球儀、望遠鏡、洋書などが描かれている。その上には同じく右縦書き

2字 4行で「四海一家　五族兄弟」とあり、訓読すれば「四海ハ一家　五

族ハ兄弟」となるであろう。

この「蒸汽」に注目してみよう。「汽」字については、『福沢全集緒言』

（1897）に福沢自身の回想があることが知られている。概念のないところ

に漢字は存在しないということから翻訳に際して自ら文字を創作したとい

う趣旨である。

遂に自から
いにしへ

古を為し
しん

新
に

日
ほん

本の
しん

新
も

文
じ

字を
せい

製
ざう

造したる
その

其
かず

数
また

亦
すく

尠なからず
た と

例へば
えい

英
ご

語のスチームを
じう

従
らい

来
じよう

蒸
き

氣と
やく

訳するの
れい

例なりしかども何か一

文字に
ちゞ

縮めることは
かな

叶ふまじきやと
おもひ

思
つ

付き是れと
もく

目
てき

的はなけれども
ざう

蔵
しよ

書の
かう

康
き

煕
じ

字
てん

典を
もち

持
だ

出して
たゞ

唯
む

無
やみ

暗に
ひ

火
へん

扁
みづ

水
へん

扁などの部を
さう

捜
さく

索する中に
き

汽と云ふ字を見て
その

其
ちう

註に水の
き

氣なりとあり是れは
おも

面
しろ

白しと独り
しゆ

首
かう

肯し

て始めて
き

汽の字を
もち

用ひたり。但し
せい

西
やう

洋
じ

事
じやう

情の
くち

口
ゑ

絵に
じよう

蒸
き

滊
さい

済
じん

人云々と
しる

記したるは、
つい

対
く

句の為め
じよう

蒸の一字を
くは

加へたることなり。
こんにち

今日と為りて

は
よ

世の
なか

中に
き

滊
しや

車と云ひ
き

滊
せん

船
とひ

問
や

屋と云ひ、誠に
ふ

普
つう

通の
こと

言
ば

葉なれども、
その

其
もと

本を
たづ

尋ぬれば三十二年前余が
めくら

盲
さが

捜しに
さが

捜し
あ

当てたるものを
せ き

即席
とん

頓
ち

智

に
まか

任せて
まん

漫に
はん

版
ぽん

本に
のぼ

上せたるこそ
き

滊の字の
ほつ

発
たん

端なれ
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実際『西洋事情』の口絵に「蒸汽」とあるが、『緒言』では「
き

滊」字を

用いており、『西洋事情』においても「汽」は口絵のみで使用され、本文

中では「蒸氣」と記されている。『福翁自伝』では「蒸汽車」という語に

「汽」を用いるが、他の著作ではほとんど「汽」字を見ることはない。こ

の「蒸汽車」の語表記については、広田栄太郎（1969）が「わが国の幕末

の文献には、中国流の「火輪車」も使われてはいるが、「蒸気車」の語の

ほうが圧倒的に多く、これが主流をなしている。」と述べ、早い例として

川本幸民（1854）『遠西奇器述』から「蒸汽車」の用例を掲げる 6。

福沢が「汽」字を自身で創作したとする回想について、広田は「また、

「汽」という字の使用についても、後述のように、必ずしも福沢が最初に

使ったものではなく、彼にそのプライオリティを認めるわけにはいかな

い。」と否定し、古田東朔（1963）で指摘した中国資料の
ホブ

合
ソン

信（1855）『博

物新編』に「汽車」として見ることも合せて記してある。「演説」が福沢

の創始ではないことと同様に、「汽」字の位置についても福沢の言を無批

判に受け入れず、慎重に検証すべきことを確認しておきたい 7。

「四海一家」に類する例は『西洋事情　外編一』に「四海ノ内ヲ一家族

ノ如クナラシメントスルノ趣旨ナル可シ」とあるが、『文明論之概略　巻

之六』には「一視同仁四海兄弟ト云ヘバ此地球ハ恰モ一家ノ如ク地球上ノ

人民ハ等シク兄弟ノ如クニシテ（略）四海既ニ一家ノ如クナレバ」との例

が見え、口絵に掲げた語の意図がよくわかる 8。

3.2 黒田本の「蒸汽済人力　書籍広智識」・「世界万世　溯源一系」

福沢本で「蒸汽済人」であった部分は「人」が黒田本では「人力」に改め

られ、「蒸汽ハ人力ヲ
タス

済ク」と訓読できる。また、「蒸汽」と対になる「電

気」の文言を差し替え、「書籍ハ智識ヲ広ム」と訓読できる句にしている

のは、「右事物起原［西洋書名］中之語」と注記するように、洋書「事物起

原」からの引用だというが、原書が何を指しているのかは不詳である。黒
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田本の巻頭口絵は「欧羅巴州略図」と題して魯西亜以西の欧州地図が掲載

されている。この点は福沢本よりも「西洋」に絞った図を対応させ、主要

国名を地図に記している点は具体的である。

また、福沢本では半丁分の割り当てであった「四海一家　五族兄弟」は

見開き一丁に割り当てが増え、「世界万世　溯源一系」は「世界ノ万世ハ

遡源一系ナリ」と読み下すものと思われる。福沢本で見られた「五族」に

当たる 5民族の顔は、タッチが異なる絵で掲げられるが、加えて世界の人

種の系譜が文章で略記される。

福沢本に見える「四海」と黒田本で改められた「世界」はともに漢籍由

来の語だが、「世界」は漢訳による仏教語として使用されることの多い語

であったが、杉本つとむ（2005）でも「明治以前は〈世間〉の意でも用い

られ、のち〈世間〉の言い方に代わって、近代ではむしろ、英語 worldの

訳語として用いられた」と記されるように 9、「四海」は現代語に組み込ま

れず、「世界」は現代語に根を張っている。その意味では黒田の採用した

「世界」のほうが、結果的に近代語に脱皮した語として位置づけられよう。

3.3 黒田本口絵解説の語について

次に、口絵の下に記された文章を以下に引用し、使用される語のいくつ

かを検証対象としよう。

図解○正系甲ハカウカシユス人種ニシテ所謂白
セキ

晳人種ナリ西洋人ノ人

皆コノ
シユ

種
ゾク

属ナリ乙ハ蒙古人種ナリ亜細亜ノ人支那日本等皆是ナリ丙ハ

アフリカ人種ニシテ所謂黒人種ナリ

○別系丁ハアメリカ人種ニシテ前ノ甲乙二種合婚シテ生スルモノ

ナリ戊ハマレイス人種ニシテ甲丙ノ合婚ヨリシテ成ルモノナリ○

カラームル氏ノ地学全書ニ云当初人類コノ世ニ生スルヤ唯一世系

ニシテ後世漸ク支分セルモノナリ其理如何トナレハ即全世界ノ婦

女何ノ種属ヲ問ハス其懐妊ノ月数皆整然同一ナリコレ其正系一家

ニシテ更ニ他ナキノ確証ナリ云々又ヱボゼイトリッツ氏ノ地学大指
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ニ云右ノ五族コレヲ総括シテ全世界ノ衆十一億二千五百万一アリ

以西洋原書［平安］春翠茂苹画　印

上のうち、外来語の「カウカシユス」「マレイス」と、漢語の「白晳人

種」「合婚」を検討してみる。

3.3.1 「カウカシユス」「マレイス」

現代語では Caucasusの片仮名による音転写は「コーカサス」となるとこ

ろだが 10、黒田本では「カウカシユス」と記載されている。黒田の著書で

『開化新説』（1874）では「
すなはち

即
かう

高
か

加
す

索の
じんしゆ

人種にして
いはゆる

所謂白
じんしゆ

人種なり」（「
かいくわ

開化
じんしゆ

人種に
あ づ か

関る
こと

事」）、「
ゑうろつは

欧羅巴
かう

高
か

加
す

索
しゆ

種の
しよこく

諸国」（「
かいくわ

開化
せ い じ

政事に
あ づ か

関る
こと

事」）のよう

に音訳表記の「高加索」に「かうかす」のルビを施した例も見える。福沢

は『文明論之概略』巻之一で「「コウカス」人種［白人種］ノ男子相合シ」

として「コウカス」を片仮名表記のみで用いる例がある。なお福沢は『世

界国尽』には「「
う

宇
ら

良
る

留
かは

河」
すへ

末は「
り

裏
かい

海」に
なかれ

流
こ

込み「
かう

甲
か

賀
す

巣
ざん

山」の
ふもと

麓より

「
こく

黒
かい

海」
こ

越えて」と「甲賀巣」の漢字表記も見えるがこちらの用法は当時

でも限定的だったように思われる。

久米邦武（1878）『米欧回覧実記』でも「高加索」に「
コー

高
カ

加
シユス

索」「
コーカシエン

高加索

奄」「
コーケシエン

高加索奄」（第 89巻）のようにルビに多少のゆれはあるものの、黒

田は当時の代表的な読みで片仮名表記を行っていたと言えよう。

「マレイス」は森島中良（1787）「阿蘭陀に属して、其地名「マレイス」

と改む」のように、すでに 18世紀から見えるが、先の『角川外来語辞典　

第二版』では立項されず、『日本国語大辞典　第二版』（以下、『日国』と

略）でも「マレー（Malay）」は立項されているが用例はなく、「マライス」

は立項されていない。前野蘭化の著作には『蘭語随筆』（1770頃）11 に、

所謂「ラテイン・イギリス・イタリヤンス・ヲランド・ギリイキス・ポ

ルトガル・マレイス」、是ナリ。「ラテイン」ノ外ハ皆国名ナリ。「マ

レイス」トハ崑崘奴ノ国ナリ、ト楢林氏ノ説ナリ。

と見えるが、「楢林氏 12ノ説」とあるので、使用はさらに遡るようである。
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下って青地林宗（1826）『輿地誌略　巻七』には「
マ レ イ ス

瑪利斯語は此国より出」

とも見える 13。いずれも蘭学者の用字の痕跡であろう。しかし、後に片仮

名表記も「マライ／マレア／マレイ／マレー」などとゆれながら「マレー」

に落ち着き、音借表記も「馬来」が多くなって今日に至る。

黒田の「カウカシユス」も「マレイス」もかえって蘭学者の使用する語

形の系統として最後に位置するものだったようである。

3.3.2 「白晳人種」

先の「カウカシユス人種ニシテ所謂白
セキ

晳人種ナリ」とある「白晳」を、

『日国』の語釈は「皮膚の色の白いこと。また、そのさま。いろじろ。」と

し、用例として日本側の初出として『翰林葫蘆集〔１５１８頃〕を挙げ、

『落梅集』〔１９０１〕〈島崎藤村〉、『或る女』〔１９１９〕〈有島武郎〉を

近代の用例として掲げる。中国資料として『春秋左伝』の出典を表示する

ので、漢籍由来の語であることもわかる。主要辞書の表示では『言海』の

みが挙げられるので、近世節用集や『和英語林集成』の見出し語にはなっ

ていないことがわかる。その意味では近世で日常語の外側にあり、用例の

空白も無理かならぬことかとも思う。また、『言海』の語釈には「膚ノ色

ノ白キコト」とのみあり、人種の分類に及ばず、原義を掲げているにとど

まっている。ただし、16世紀初頭の初出以後、20世紀初頭まで例を掲げ

ていないのは、この間に「白晳」が使用されなかったことを示すわけでは

なく、この間の用例を調査する必要のあることを示唆していると考えるべ

きであろう。『日国』の用例の時間的空白を検討すると、今後の調査対象

をどのあたりに見据えるべきかが明らかになる有益な情報だと言える。た

とえば、『言海』よりもやや早く刊行された高橋五郎（1888）『漢英対照い

ろは辞典』には、

はくせき（形）　白皙，しろき（面色にいふ）White, white faced.

はくせきじん　白皙人（欧米の白人種をいふ）Awhite race of men; the
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Caucasian.

と見える。『言海』を参看しながら成立したという山田美妙（1893）『日本

大辞書』は補筆するように、

はく ·せき（····）根。｛（白皙）｝漢語。膚ノ色ノ白イコト。―「白皙

人種」。◎普通デハ誤ツテ「白哲」ト書ク。

として人種名としての語例を掲げている。

これらの材料から考えると、黒田本に見える「白晳」の周辺を検討をす

ることもいささかの意味が存するものと思われる。いくつか調査結果を以

下に記しておこう。

まず、『日国』の「白晳」を含む複合語を取り上げよう。

①はくせき‐じん【白皙人】〔名〕皮膚の色の白い人。白人。＊明六

雑誌‐一三号〔１８７４〕想像論〈津田真道〉「暹羅人氷を知らず、

阿非利加内地の人白晢人を知らず」＊米欧回覧実記〔１８７７〕

〈久米邦武〉一・一一「黒人も他と同く自主を得たれども〈略〉今

になりても白皙人は、自然之と歯するを恥る風なり」

②はくせき‐じんしゅ 【白皙人種】〔名〕「はくしょくじんしゅ（白

色人種）」に同じ。＊読売新聞‐明治三三年〔１９００〕九月二五

日「黄色人種のみに限らずして、白〓人種も甚だ多きことなれ

ば」＊大発見〔１９０９〕〈森鴎外〉「白晢（セキ）人種なると黄

色人種なるとを問はず」

③はくせき‐じんみん 【白皙人民】〔名〕皮膚の色の白い民。白人。

白皙人。＊米欧回覧実記〔1877〕〈久米邦武〉一・五「是が為め白

皙人民は、其傭雇の口を奪はれ、甚く不平なるより、竟に沸騰し」

上のように①～③の立項が見える。このうち、黒田本の「白晳人種」は②

に当たるので、『日国』の初出用例を 19世紀後半まで遡ることができる。

黒田本の用例から、人種分類としての「白晳」使用はさらに遡ることがで
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きる可能性を示唆しているだろう。

「白皙人種」と類語の「白色人種」は『大漢和辞典』（以下『大漢和』と

略）で熟語の見出しとしては立項されるものの、いずれも用例はない。『漢

語大詞典』には「白皙」の語釈に「謂膚色白浄」と原義以外の言及はなく、

複合語も現れない。同書ではむしろ「白人」の語釈に注目すると、「（1）

玉人；皮膚潔白的女子。」として原義に唐代の例を掲げるが、「（2）白色人

種。」として解説には見えるものの同書でも立項はされていない。用例も

章炳麟、魯迅という近代日本と縁の深い人物による例のみなので、日本的

な用法であった可能性が高いと言えようか 14。

『英華字典』に目を転じると、ロプシャイト（1866–69）『英華字典』で

は「a Caucasian　白面人」とあり、「白人」は Albinoに対応する語として

記されており、黒田本のような「白皙人種」は見えない。

日本側の資料から興味深いのは、先に『日本大辞書』で誤用として注記

していた「白哲」という語である。

「晳」字を「哲」字と混同する指摘としては、大槻文彦（1891–92）「作文

添削若干条」に次のように見える 15。

欧羅巴人ヲ白哲人種トイフ。晳ノ字ハ、
キ

木
ヘン

偏ニ
キン

斤ノ字ヲ書キテ、下ハ
ヒ

日ナリ。（実ハ白ナレド常ニ日ト書ス）其音ハ、思積切「せき」ニテ、

義ハ白色也。サレバ、白哲ハ「はくせき」ナリ。サルヲ上ヲ「
ヲル

折」ニ

シ下ヲ
クチ

口ニシテ、哲（智也）ノ字ト心得テ、「はくてつ」ト読ム人多

シ。心スベシ。

この当時誤用ではあるが、かなり浸透した用法として認められていたこ

とがわかる。実際、当時の知識人として著名だった井上哲次郎の著述『内

地雑居論』（1889）にはプロイセンの生物学者ヘッケルの説 16を引用して、

又云く「此の如く中土の人種（即ち白哲人種の事）殊に印度日耳曼人

種は他の一切の人種より能く発達せる脳髄を有するが為め

と記す。もちろん、井上は中国文献にも詳しい人物なので、印刷の過程で
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起こったミスである可能性も高く、執筆した井上自身の誤解によって「晳」

字が「哲」字に入れ替わったと断じることはできない。しかし、先の大槻

の指摘のように、字形が混同された結果、別語を生じさせた事例は少なか

らず存在したと考えられる。その背景には、「哲」に「賢明」の字義のある

ことからの連想と、西洋人に対する先入観とが相まって慣用化したものと

推測される。イーストレーキ・棚橋一郎（1888）『ウェブスター氏新刊大

辞書　和訳字彙』には、「white」の訳語の一として「白哲人種」が見える。

今日では「白色人種」「白人」などに比べて「白晳人種」は一般的な語だ

とは言えないが、類似字形の誤認や誤解によって広がった語に関して、こ

れまで以上に関連調査が行われてもよいことを教えてくれる事例である。

3.3.3 「合婚」

黒田本の「合婚」はサ変動詞として使用されている。『大漢和辞典』に

は熟語の立項があり、「ガフコン」の読みが付されているので、「ゴウコン

／ガッコン」の読みが考えられる。語釈は「結婚。結婚する。姻戚関係を

結ぶ。」とあるので黒田本の例もこの語義に合致する。しかし、『日国』に

は立項されていない。日本語としては一般的な語ではなかったと推測さ

れる。

黒田本以外ではロプシャイト『英華字典』に「Conjugate,to marry　合婚

合為夫婦」として「合婚」の漢訳語が見える。

英華辞書系の日本側資料として、津田仙ほか（1879–81）『英和和訳字典

乾・坤』では、「Conjugate, v.t to marry，合婚合為夫婦　コンインヲムス

ブ」、永峰秀樹（1881）『英華字典』に「Conjugate, to，合婚［コンレイス

ル］相配［ムスビツケル］」、とそれぞれ英華字書と同様の漢語訳となって

いる。翻訳に際しての語を収載したという長井澄明（1877）『翻訳作文用

字群玉』には「合婚」の文字列は見えるが、解釈に相当する「ヨメドリ」

「シウゲン」がルビとして付されている。これらの材料から、「合婚」が字

音語として活発に使用されていたとは判断しにくい。ただし、「婚縁ヲ生
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出セシメタル配耦者并ニ其合婚ヨリ生シタル子ノ死亡セル場合」（アコラ

ス著・小島竜太郎訳（1884）『仏国民法提要』第三）のような翻訳では使

用例が認められる。広がりにはかける語だったのかもしれないが、黒田の

知識的背景を考えると、翻訳の語として取り入れていた可能性は十分あり

うる。

これが、20世紀の英和辞書になると、神田乃武（1902）『新訳英和辞典』

で動詞では「conjugate v.t. ①（文）活用ス［動詞ヲ］　②相配セシム」のよ

うに訳語が「結婚」から離れ、形容詞形では「conjugal a，結婚ノ，夫妻ノ」

と訳語に「合婚」の痕跡が見えるものの、別語の形容詞では「conjugate a.

①対配セル，対合セル　②（数）共軛ノ　③（化）共軛根ノ　④（文）同

源ノ」となっており、「合婚」との連続性は切れていると言えよう。ただ、

現時点でそれ以上は未詳である 17。

4. 目録の検討

4.1 構成と語彙

堀井（2009）でも詳細な報告にあるように、福沢本の初編一巻末（53

オ～56オ）にあった「附録」から時間、度量衡、金銭にかかわる単位を

記した部分を黒田本では目録と小引の間に移動し、小引の後に、独自に凡

例を作成している。また、福沢本では目録に列挙される各巻の項目一覧に

はルビは全くなく、単に項目が掲げられているだけである。これに黒田は

かなりルビを補っている。さらには、各項目の下に端的な解説を加えて

いる。

ここでは、福沢本になかった項目下の解説とルビの実態を示すために、

ルビと解説を付した黒田本の目録を以下に引用する。黒田によって書き換

えられた語の直下に福沢本の目録にあった語を〔〕に入れて示す。

西洋事情目録

　初編
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　巻之一

　　
セウ

小
イン

引

　　
ハン

凡
レイ

例
セイ

政
ヂ

治 政事ヲ云フ
シウ

収
ゼイ

税
ハフ

法 年貢運上ノ取立方
コク

国
サイ

債 非常国難ニテ国人ニ金ヲ借リテオヒメトナル

ヲ云フ
シ

紙
セウ

鈔〔紙幤〕 銀札又ハ手形ヲ云フ
シヤウ

商
ニン

人
クワイ

会
シヤ

社 アキビ人仲ヶ間ノ仕法ヲ云フナオ講中ノ如シ
グワイ

外
コク

国
カウ

交
サイ

際 各国
タガ

互ヒノ附合ヲ云フ
ヘイ

兵
セイ

制 戦争ノ仕方ヲ云フ
ブン

文
ガク

学
ギ

技
ジユツ

術 学問
ゲイ

芸術ヲ云フ
ガク

学
カウ

校 学問所ヲ云フ
シン

新
ブン

聞
シ

紙 万国一切ノ
アタラ

新シキコトヲ顕ス
ス

摺リモノヲ

云フ
シヨ

書
イン

院〔文庫〕 書物ヲ集メ人々ニ読マセシムル所ヲ云フ
ビヤウ

病院 病人養生所ヲ云フ
ヒン

貧院 貧人ヲ救フ所ヲ云フ
ア

唖院 ヲシニ一切ノ事ヲ教ユル所ヲ云フ
モウ

盲院 メクラニ一切ノ事ヲ教ユル所ヲ云フ
テン

癲院 狂人ヲ養ヒ療治スル所ヲ云フ
チ

痴
ジ

児院 アホフノ児ヲ教ユル学問所ヲ云フ
ハク

博
ブツ

物
クハン

館 世界ノ一切ノ物ヲ集メテ見セ物ニスル所ヲ

云フ
ハク

博
ラン

覧
クワイ

会 世界ノ一切ノ物ヲ持寄リ各国諸人ニ示シミセ

シムル会也
シヨウ

蒸
キ

気
キ

機
クハン

関 蒸気ノハタラキヲ以テ人力ニカユルシカケヲ
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云フ
ジヨウ

蒸
キ

気
セン

船　　

蒸気
シヤ

車
デン

伝
シン

信
キ

機 道具ヲ以テ遠方ヘ音信ヲ伝フヲ云フ
ガ

瓦
ス

斯
トウ

灯 空気ヲ市中ヘヒキテコレニ火ヲ
トモ

点シ灯火トス

ルヲ云フ
　巻之二

　　
ガフ

合
シウ

衆
コク

国

　　　
コク

国
シ

史〔史記〕　歴代ノコトヲシルスナリ

　　　
セイ

政
ヂ

治

　　　
カイ

海
リク

陸
グン

軍

　　　
セン

銭
クハ

貨
スイ

出
ドウ

納　　　金銀出入ヲ云フ

　　
ヲラ

荷
ンダ

蘭

　　　国史〔史記〕

　　　政治

　　　海陸軍

　　　銭貨出納

　巻之三

　　英国

　　　国史〔史記〕

　　　政治

　　　海陸軍

　　　
セン

銭
クハ

貨
スイ

出
ドウ

納

4.2 項目名と解説文の検討

従来の指摘どおり、黒田は項目名の下に簡潔な解説を加えているが、そ

の中から項目名の言い換え語となっている例を以下に列挙してみよう。
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①
セイ

政
ヂ

治：政事　②
シウ

収
ゼイ

税：年貢運上　③
シ

紙
セウ

鈔〔紙幤〕：銀札／手形　

④
クワイ

会
シヤ

社：仲ヶ間／講中　⑤
カウ

交
サイ

際：附合　⑤
ブン

文
ガク

学
ギ

技
ジユツ

術：学問
ゲイ

芸術　

⑦
ガク

学
カウ

校：学問所　⑨
ビヤウ

病院：病人養生所

①～⑨で、セミコロンの右側が黒田の言い換え語である。左側の福沢の用

語に帯する「和解」として右側の語が対応させられたのだと考えられる。

例えば、①では、近代的統治の意を含む「政治」に対して、従来の「ま

つりごと」としての「政事」で「政治」の概略を説明しようとしている。

②もまた近代的制度における「税」に対して、既存の語としての「年貢運

上」を対応させる、という方法である。そのような対比で考えると、新漢

語と旧漢語とを対比させる資料として示唆的であり、個別語誌の対象を選

定する際にも有効だと思う。

4.2.1 「紙幣」と「紙鈔」

福沢本の〔紙幣〕は、黒田本で「紙鈔」と言い換えられているが、これ

に関する検討を行う。

「紙幣」は、『日国』で次のように記す（（2）は「紙花」を指すので省略）

し‐へい【紙幣】〔名〕（1）紙を素材とする貨幣。流通手段としての貨

幣の価値章標の代用物。一般には政府紙幣と銀行券とをさす。紙券。

紙札（しさつ）。＊公議所日誌‐三・明治二年〔１８６９〕三月「政府

より出す所の手形は、国中にて互に相場を立て売買し、紙幣に異るな

し」＊当世書生気質〔１８８５～８６〕〈坪内逍遙〉五「紙の中なる

紙幣（シヘイ）こそ、手数をかけし礼心」

これを見ると、「紙幣」の初出例は、福沢本『西洋事情』によって『日

国』の挙例よりもやや遡ることができ、新漢語として位置づけられそうで

ある。『和英語林集成』でも初版、再版にはなく、三版に至って「SHIHEI

シヘイ紙幣 n. Paper money」と立項されるので、やはり近代で展開した語

と考えるべきである。
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『日国』には中国資料の例が掲げられていないが、『大漢和』「紙幣」の項

には「神に捧げるぬさ」の意として南宋時代の徐度『却掃編』と北宋梅堯

臣から例を掲げているので、文字列としては中国由来になるかと考えられ

る。ただ、ここで問題となる貨幣の一種としての「紙幣」は『大漢和』で、

通貨の代用をする紙の手形。さつ。周代から紙幣類似のものは存在し

たが、紙幣とは其の性質を異にした。魏晋以後、随に及んで紙幣の設

けがあつたが流通的のものでなく、流通の目的で作つたのは南宋の交

子及び会子である。金元明に之を鈔といつたのが、後世、鈔票の名の

起原である。宋以後、清の初代までは政府が発行したが、清中葉以後

は民間の金融機關、銭荘・票号が設けられ、紙幣を発行するに至つた。

鈔（11–40227）の字解を見よ。

とある。制度と機能のうえで今日の紙幣に相当するものは存在していたと

いう。さらに、「金元明に之を鈔」としたことで「鈔」字が紙幣の意味を持

つようになったと記すが、この意味での用例は掲げないまま、「鈔」字の

解説に送っている。「鈔」字の解説では字義が紙幣に当たる例を明代『稗

史類編』18、清代顧炎武『日知録』に出典を求めにとどまっている。

『漢語大詞典』では「紙幣」の項の語釈が以下のように記され、宋代の

「交子」に起源を持つ由である。

【紙幣】（1）紙製的貨幣。一般由国家銀行或由政府授権的銀行発行。

我国紙幣源於宋之交子，演変沿襲至今。

用例としては、南宋王応麟『困学紀聞』が引用する『郭子皋誌』に言及

のある「言交子云：紙幣之設，本与銭相権。元祐間已有此語矣」を早い例

として扱っているが、機能としての「紙幣」か、語として「紙幣」がすでに

存在したのか、やや判然としないところがある。「紙幣」の機能を果たし

た紙片の名称が多様であったことから、総称としては「鈔」が代表してい

たように考えられる。そう考えると『大漢和』の解説内容とも合致する。

一方、黒田本の「紙鈔」は『日国』『大漢和』『漢語大詞典』のいずれに
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も立項されておらず、いわば埋もれた語となっている。しかし、この「紙

鈔」には「銀札又ハ手形」という言い換え語が対応しており、類語として

「銀札」「手形」があることを知る。黒田本は本文中に掲げた小見出し「紙

鈔」（上　16オ）には右ルビとして目録と同様に「シセウ」を記すが、左

ルビに「ギンサツ」とあるので、旧称としての「銀札」は語誌的な調査範

囲の方向を定めるヒントとなりうるだろう 19。

さて、これまで中国側の資料に目を向けてきたが、『和英語林集成』三

版の英訳「Paper money」を突破口にして幕末～明治期の対訳辞書で訳語を

確認してみると、次のような結果になった（D・Eは図書館デジタル和英

語林集成、それ以外は国会デジタルコレクションによる）。

A：『英和対訳袖珍辞書』（1862、1867改正増補版も同じ）

Agio　通用金ト紙幣トノ価ノ差ヒ

Paper money　紙鈔

B：『和訳英辞書』（1869、1885大正増補版も同じ）

Agio　
ツウ

通
ヨウ

用
キン

金ト
シ

紙
ヘイ

幣トノ
アタヰ

価ノ
チガ

差ヒ

C：『附音挿図英和字彙』（1873）

Agio　
キン

金
サウバ

価ノ
チガヒ

差、
キン

楮
サツ

幣ト
シヤウ

正
キン

金ノ
チ ガ ヒ

高低

Paper money　
キン

紙
サツ

幣　（＊ paperの下位項目）

Paper money　
キン

楮
サツ

幣　（＊Moneyの下位項目）

D：『和英語林集成』再版（1872）

Paper-money　Kinsatsu, chohei（英和の部）

KIN-SATSU，紙幣，n. Paper money（和英の部）

E：『和英語林集成』三版（1886）

Paper-money　Kinsatsu, chohei, shihei．（英和の部）

KINSATSU，金札，n. Paper money（和英の部）
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これでわかるように、幕末刊の Aで「紙鈔」を訳語としているほかは、「紙

幣」が主となる。ただし、その読みは Bのように「シヘイ」のルビのほ

か、Cのように「楮幣」「紙幣」にも「キンサツ」が対応する。ルビの「キ

ンサツ」のほうが語としてよく通用したために漢語の解説として採用され

た語形だろう。Dから Eへの過程では、英和の部で Eに「Shihei」が加わ

り、日常語へと脱皮していく様子がわかる。漢字表記と読みの関係も、D

「紙幣：キンサツ」が E「金札：キンサツ」となったことは「シヘイ」と

「キンサツ」が別語として認識されるようになったからであろう。英語を

媒介語として当時の辞書を調査すると、上のような結果が得られた。

このほかに、やや性質を異にする辞書として、唐話辞書に連なる Fと共

通する性格をもち、文久 3（＝ 1863）年ごろ草稿が成立、明治期に刊行さ

れた Gと合わせて観察してみよう。

F：長井澄明（1877）『翻訳作文用字群玉』

○
キンサツ

金鏹。交鈔。楮幣。鈔関。関子。会子。交子。○
ギン

銀
サツ

会。銀鈔

G：谷口松軒（1889）『魁本大字類苑』（成立は 1863頃）

票［キツテ］楮鈔、楮鏹、銭引、銀関、銀会、官会、紙幣、楮幣

［楮鈔以下並ニキンギンサツ、セニサツ］

F、Gの辞書としての構造から、最初のルビがグループ全体に及ぶので、

Fでは「交鈔」から「交子」まで「キンサツ」、「
ギン

銀
サツ

会」は「銀鈔」にもル

ビが及び、「ギンサツ」と読む。

また、Gも割注にあるように、「楮鈔」から「楮幣」までの読みに「キン

ギンサツ 20」「セニサツ 21」が対応する。すなわち、読み（ルビ）を中心

として類義の漢語が列挙されているわけである。

Gでは「票」も「楮鈔」以下の通貨相当の語義に近い位置にある。今日

では「券」や「札（ふだ）」に相当する漢字であるが、現代語では「軍票」

の「票」に通貨相当の意味が残る程度で、「銀行券」「兌換券」「入場券」な
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どの「券」や、「藩札」「千円札」「札たば」などの「札」のように通貨的価

値を含む造語成分としては生きていない。「鈔」はさらにその意味は薄れ

ており、黒田本の「紙鈔」は近代語として生き残らなかった。

しかし、江戸後期に箱館奉行羽太正養に仕え、経済通として知られた馬

場正通の建議書「造幣策」（1804＝文化 1）に使用されている。

邦の金銀外国え渡り候半事甚御懸念被成候に付、一向是迄の銭を相止

め、
カミ

紙
フダ

鈔を以通用為致与の御評議も有之候処、（略）是迄通用の銑銭

と取替、蝦夷地のみ通用可為致与の御事之由御尤之御儀に奉存候

一　紙紗の儀は甚悪政にして民を苦しめ候事先哲の確論も多く御座

候、蝦夷地に限らす内地にても差支のみ多き事に候、（略）紙鈔御用

難被成との御事御尤至極に候、漢土にても鈔を用ひ候は宋元巳来の事

にて御座候、元来漢土は平常之通用銭のみにて、金銀はあまり用ひ不

申候、（略）是は只今我邦にて大判をば民間に用ひ不申如く、只上に

て用ひ候のみにて民間平常の通用は銭のみと相見え申候、銭のみ之通

用にては不便利に御座候、夫よりして紙鈔と申物起り申候、

上には「紙鈔」がしばしば用いられ、「カミフダ」とルビのある部分も

あるが、公的文書としての性格から「シショウ」と読むことを妨げなかっ

たと考えられる。

明治 2年 12月 5日の大蔵省令 22 には、

令シテ府藩県ノ紙鈔ヲ製造発行スルヲ禁停シ、目前発行セル紙鈔ノ数

額ヲ計査シテ之ヲ開申セシム。

と見えるので、明治初期の公文書でも用いられた。この場合は文体からし

て「シショウ」と読むのが妥当だと思われる。

このように、異なる性格の資料に調査を広げれば、黒田の「紙鈔」の用

法に特に無理はなく、「和解」という目的から考えれば、新漢語の「紙幣」

よりも、近世に用いられていた「紙鈔」を持ち出して言い換えたことはむ

しろ妥当であったとさえ考えられる。
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『西洋事情』の語彙を考えるうえで、筆者が黒田本に補完的役割を見い

だしたことの一端が上のような言い換えに現れていたと言えるのである。

4.2.2 「出納」の読み

黒田本による「和解」の一として、目録の項目の漢字にルビを付した事

例を 1件取り上げる。

　
セン

銭
クハ

貨
スイ

出
ドウ

納　　　　　　　　金銀出入ヲ云フ

上の「出納」は、今日一般的には「スイトウ」と読み慣わしている。「納」

の漢字音を確認すると、下表のようになる。

『漢辞海』4版 『漢字源』改訂 6版

漢音 ドウ（ダフ） ドウ（ダフ）

呉音 ノウ（ナフ） ノウ（ナフ）・ノウ（ナウ）

唐音 ナ

慣用音 トウ・ナ・ナッ・ナン トウ・ナッ・ナン

黒田のルビは漢音によるもので、今日の読みは慣用音によるものであ

る。しかし、明治初期に見出し語やルビで読みの確認できる辞書に「出

納」の読みを求めると、幅があることがわかる。以下に時系列順で一覧を

示す（ ‘→’ は、見出し語として左が主、右が従であることを表す。 ‘／’

は、二つの読みが並列していることを表す。a～oは国会デジタルライブラ

リーコレクションによる）

a『布令字弁増補』（1874）スイタウ

b『校正増補漢語字類』（1876）スヰトフ

c『漢語新字引』（1876）スイドウ

d『部分通用漢語早見』（1877）スイタウ

e『布告新聞要語字引』（1877）すいとう
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f『文明いろは字引』（1877）すいのう

g『いろは分け布告新聞字引』（1878）しゆのう

h『漢語用文いろは字引』（1879）スヰタウ

i『漢語字引集』（1881）スイトウ

j『雅俗漢語字引大全』（1885）シユツノウ

k『漢英対照いろは辞典』（1888）すいなふ

l『言海』（1891–93）すゐたふ→すゐなふ

m『日本大辞書』（1893）すゐたふ→すゐなふ

n『学生必携明治辞典』（1907）　スイドー／スイトー

o『辞林』（1907）すゐたふ→すゐなふ

p『大漢和辞典』（1989–90）スイタフ／スイダフ

a～pを観察すると、「スイドウ」の読みを認めるのは c、n、pの 3点の

みで、明治期には「スイノウ」の読みも生きていることがわかる。黒田の

選択は、明治初期に、政府が漢字音を漢音に統一する傾向にあったことと

重なるかもしれない。

5. おわりに

黒田本の口絵、目録を中心とする狭い範囲で語彙の検討を行ってきた

が、本文の検討をしていくと、さらに幕末～明治期の語に関して調査の必

要が生じると思われる。本稿ではふれる余裕がなかったが、「出納」に「ス

イドウ」とのルビが見える点など、字音語の読みの問題も今後の課題とし

ておきたい。

［付記］引用に当って、漢字を現行通用字体に改め、仮名遣いはそのま

まとし、合字は開いて示した。ただし、「気・汽」の異体字は内容にかか

わるため、下線を付して原典どおりとした。
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注

1 全集の解説によれば「筆蹟は福沢の自筆ではない。末尾に「辰十月」とあるのを見ると、明
治元年に新政府へ提出されたものと思はれる。（略）偽版取締に関する願書としては最も早
いもので、恐らく福沢が明治政府に提出した文書の最初のものであらう。」とある。

2 ママ。正しくは『漂荒紀事』。
3 平田守衛（1990）、飛鳥井雅道・斎藤希史（1996）など。
4 『福沢諭吉全集』第 18 巻（1962）には、横瀬宛の書簡が全文掲載され、「近事評論」の記事
に関する顛末が註としてまとめられている。

5 『福沢全集緒言』
6 平田守衛（1990）の黒田麹廬「蔵書目」に『遠西奇器術』が見える。
7 『大漢和辞典』では「滊」の解説に「俗に、汽車の汽を混用する」とあって別字である旨が
記される。「汽」を字音形態素として 2 単位 1 語となる現代語は、限定的であり、たとえば
『新選国語辞典　第十版』では「汽缶・汽車・汽水・汽船・汽艇・汽笛」と限定的である。
一方、『博物新編』から語を採取した成瀬悌三郎（1875）『博物新編字引』には、「

シ ツ キ

湿汽［ウ
ルホヒタルジヨウキ］・

ジヨウ

蒸
キ

汽
ロン

論・
キ ヱ ウ

汽軪 ［ジヨウキカラクリノモト］・
フ ン キ

噴汽［ジヨウキヲフキ
ダス］・

キ セ キ

汽尺［ジヨウキザシ］・
エイキシヨウ

泳汽鐘［水ニ入テハタラキノデキル器］」のように日本語と
しては今日に語として伝わらなかった文字列に割注を施す例が見える。一方で、「

クワ

火
リン

輪
シウ

舟
シヤ

車
［蒸氣船ト蒸氣車ト］」のように割注では「蒸氣」となる例が見える。

8 「兄弟」の読みは、福沢の『増訂華英通語　上』に「
ケウ

兄
ダイ

弟」も「
ケウ

姉
ダイ

妹」も呉音でルビが見え
るが、『福翁百話』に「

シ

四
カイ

海
ケイ

兄
テイ

弟」と漢音でルビが見られる。訓読体では漢音で読んだと考
えるのが妥当なので、口絵の例も当然漢音で読んだと考えるべきだろう。

9 たとえば、『和英語林集成』初版、同再版では「SHI-KAI，シカイ，四海」の訳に「The seas

around Japan, the whole world」とあり、転義として world も見えるが、やはり原義の sea は
残っているように思われる。「SE-KAI，セカイ，世界] は初版で「The earth, the world, the

globe」、再版で「The earth, the material world, the globe」と補足され、三版では再版と語釈
は同じだが「syn.YO，CHIKYU」と見える。また、井上哲次郎（1882）『哲学字彙』には
「cosmos　世界」が見える。近世の森楓斎（1855 跋）『雅俗幼学新書』では「神仏」の部に
振り分けられて「蓮華蔵世界」「無垢世界」「無仏世界」「極楽世界」「安楽世界」など、多く
の仏教語が残っている。

10 あらかわそうべえ（1977）では「コーカサス人」の異表記として「カウカシアン」「コーカ
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シアン」「コーカソイド」などが見えるものの「カウカシユス」となる例は見えない。黒田
本と重なるのは、柴田・子安（1873）「Caucasusian　高加索山（カウカシユスザン）ノ」（次
項に「Caucasusian　白（ハク）人（ジン）」もあり）のルビが近い。漢字表記はロプシャイ
ト『英華字典』に「Caucasusian, Caucasusean, pertaining to mount Caucasus高加索山嘅」にあ
るように、中国語の音訳によるものと考えられる。漢字表記にする場合は日本でもほとん
ど「高加索」として見える。

11 執筆時期の推定は、片桐一男（『前野蘭化　3』平凡社東洋文庫）の解説による。本文は、早
稲田大学古典籍ライブラリーの公開画像でも確認済。

12 長崎通詞で蘭化のオランダ語の師楢林栄左衛門か。
13 『文明源流叢書　1』による。
14 筆者の偶目した範囲でしかないが、1949 年上海刊の倉年編『新名詞手冊』と題する新語辞
典で、「黄禍」の項に「此為西方帝国主義者一種聳動白色人種視聴仇視黄色人種之悪意宣
伝」とする例があった。

15 『復軒雑纂』所収。引用は鈴木広光解説『復権雑纂 1』による。
16 鼈傑児（＝ヘッケル）著・長谷川泰訳（1882）『生理学　下』にすでに「白哲人種」という
訳語はある。

17 『日国』には字順転倒に当たる「婚合」は「男女の交合」の意として立項され、『太平記』が
初出例としている。『大漢和辞典』でも熟語として「婚合」を建てるが、やはり『太平記』
を例としている。筆者の調査は「合婚」との関係には至っていない。

18 『稗史類編』は『稗史彙編』を指すかという指摘もある。
19 「紙鈔」の項目（上　16 オ～17 オ）では福沢本で「紙幣」となっている部分のすべてを
「紙鈔」に書き換えている。

20 他の文献でも「キンサツ」「ギンサツ」という語はそれぞれ確認されるので、「キンギンサ
ツ」と混成語にしたものか。

21 『日国』で「ゼニサツ」という語は立項され、18 世紀の「御触書」を孤例として挙げる。
仮名書きで読みの確認ができる例である。

22 大内兵衛・土屋喬雄編（1932）による。


